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（卒業認定・学位授与⽅針）ディプロマ・ポリシー　養成する⼈材像

1 現代のメディア、情報技術の各分野、またデジタル社会の諸側面に関する基礎的知識を身につけた人。
（知識・技能の修得）

2
情報が氾濫する現代社会において、必要な情報を読み解き、また自ら情報を発信できる基礎的な素養と技
術を身につけ、社会の中で協働できるコミュニケーション能力を身につけている人。（思考力・判断力・
表現力の育成）

3 学んだ知識とデジタル技術を活用し、また社会的公正さを持って、企業や社会の中で課題を解決するため
にリーダーシップを発揮できる人。（学びに向かう力・人間性の涵養）

本学科では、知行合一の精神を基に、現代の企業経営に不可欠なデジタル・リテラシーを身につけ、社会の各分野を
切り拓いていける人材を育成し、以下の能力を身につけた人に学士　(メディア情報文化学 )　の学位を授与します。

□ メディア情報文化学科　カリキュラム
基礎科目

科　目 配当年次 備考

教
養
科
目

心理学 １前・後
哲学 １前・後
倫理学　 ２前・後
憲法 ２前・後 ※
法学 １前・後
政治学 １前・後
経済学　 １前・後
社会学 １前・後
日本史 １前・後
外国史 １前・後
地理学 １前・後
数学 １前・後
生物学 １前・後
SDGs と人口 １前
SDGs の政治経済学 １後
神奈川文化論 ２後
吉田松陰論 １前・後
ホスピタリティ論 １前
ジェンダー論 １前・後
ボランティア論 １前・後
キャリアデザイン ２前
インターンシップ ２前
基礎ゼミⅠ １通 〇
基礎ゼミⅡ ２通 〇

語
学
科
目

英語Ⅰ １前 〇※
英語Ⅱ １後 〇※
英語Ⅲ ２前 〇
英語Ⅳ ２後 〇
フランス語Ⅰ １前
フランス語Ⅱ １後
中国語Ⅰ １前
中国語Ⅱ １後
ドイツ語Ⅰ １前
ドイツ語Ⅱ １後
韓国語Ⅰ １前
韓国語Ⅱ １後
日本語Ⅰ １前
日本語Ⅱ １後
日本語Ⅲ １前
日本語Ⅳ １後

情
報
科
目

コンピュータプレゼンテーション １前・後 ※
マルチメディアＡ（画像） １後
マルチメディアＢ（映像） ２前
AI 入門 １前・後
データサイエンス入門 １前・後

ス
ポ
ー
ツ
科
目

スポーツ論 １前・後

スポーツ実技 A １前・後 ※

スポーツ実技 B １前・後 ※

〇は必修科目、※は教職課程対応科目になります。高等学校情報科の教員免
許を取得できます。

専門科目
科　目 配当年次 備考

情
報
メ
デ
ィ
ア
科
目

情報処理概論 １前 ○※
ビジュアル情報論 １前 ※
情報理論 １後 ※
情報検索論 ２前 ※
コンピュータグラフィックス ２前 ※
メディア・アート論 ２前
メディア産業論 ２後
動画作成・メディア配信技術 ２後
情報倫理 ２後 ※
情報システム概論 ２後 ※
情報職業論 ３前 ※
メディア情報論 ３後 ※
情報セキュリティ論 ３後 ※

A
I
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

デジタル認証技術基礎 １前 ※
プログラミング基礎 １後 ※
ネットワーク技術 １後 ※
AI 応用 ２前
モバイルアプリ作成 ２後
AI プログラミングⅠ ２後
AI プログラミングⅡ ３前
オペレーティングシステム ３前 ※
ネットワーク構築論 ３前 ※
地理情報システム ３後

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

データサイエンスの統計学 １前
ビジネスとデータ １後
観光情報論 １後
社会調査入門 １後
人口問題 ２前
質的調査法 ２前
データモデリング ２前
データマイニング ２前
社会調査法 ２後
データサイエンスⅠ ２後
データサイエンスⅡ ３前
調査研究（フィールドワーク） ３前

デ
ジ
タ
ル
社
会
科
目

デジタル社会論 ２前
デジタル社会とコミュニケーション ２前
デジタルとエンターテイメント産業 ２前
観光マーケティング論 ２前
観光産業論 ２前
デジタル社会と人間 ２後
デジタル技術と産業Ⅰ ２後
デジタル技術と産業Ⅱ ３前
グローバル経済・経営ガバナンス ３前
デジタルビジネスモデル論 ３後
産業政策とイノベーション ３後
プロジェクトマネジメント（起業論） ３後

演
習

演習Ⅰ ３通
演習Ⅱ ４通
卒業論文 ４通

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

経

営

法

学

科

メ
デ
ィ
ア
情
報
文
化
学
科

日
本
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

子

ど

も

学

科

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

生

活

心

理
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科

観

光

文

化
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看
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